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研究業績の概要

本研究は、豆科植物に重要病害をもたらす植物問Aウイルスである Redclover 

nθcrotic mosaic virus (RCNMV)の感染・増殖機構を明らかにすることを目的

として行った。 RCNMVは、ダイアンソウイルス属に含まれ、二文節の一本鎖プラ

スセンス郎Aをゲノムとして持つ。 RCNMVを含むダイアンソウイノレスの複製酵素

成分タンパク質には、他の多くの真核生物則Aワイルスにみられるヘリカーゼ

様タンパク質の保存モチーフが存在しないなど、これまで多くの研究がなされ

てきたタバ口モザイクウイルス (TMV) キュウリモザイクワイノレス (CMV)、

ブロムモザイクウイルス (BMV)などと分類学上大きく異なる。また、 RNAウイ

ルスの複製機構については多くの研究がなされてきたが、その分子機構につい

てはほとんど明らかにされていないのが現状である。ウイノレスにとって最も重

要なゲノム複製での情報不足が、ウイノレス病防除法開発やウイノレスを用いた応

用研究を遅らせてきた大きな原因のひとつであると考えられる。'"

本研究では、 RCNMVのゲノム構造、タンパク質翻訳機構、 RNA複製機構、遺伝

子発現制御機構、抗植物ウイノレス抵抗性機構に関して多くの知見を得ることが

できたので、以下の 5つの章に分けて成果を報告する O

第一章は、 RCNMVのゲノム構造、特に翻訳と RNA複製において重要な役割を

果たすゲノム RNAの末端構造とタンパク質翻訳機構について Journalof 

Virologyに発表した論文を掲載する。第二章は、ゲノム RNAを構成する 2種類

の RNAlと郎A2の翻訳機構の違い、特にウイルスタンパク質の時間的発現制御

について述べる。第三章は、 RNA2の複製機構、特に複製に必要な RNA因子に

ついて現在 Journalof Virologyに投稿中の論文を掲載する。第四章は、植物

のウイノレス抵抗性機構の一つで、ある RNAサイレンシングに対抗する RCNMVのRNA

サイレンシング抑制機構について述べる。第五章は、 RCNMVの RNA複製におけ

る温度感受性因子について Virologyに発表した論文を掲載する。また、本研

究により得た成果をもとに出願した特許願を補足資料として掲載する。


